
まんぼう総裁　×　IronFX 特別会合　議事録

実施日時 2019 年 11 月 13 日　10:00-12:00 (GMT+2)
場所 IronFX キプロス本社オフィス
出席者 まんぼう総裁、まんぼう総裁の同行者様、IronFX 日本担当部門社員 2 名
議題 1. IronFX の運営実績について

2. IronFX の優位性と風評について
3. 今後のサービス展開について

1. IronFX の運営実績について
まんぼう総裁:

IronFX といえば大手海外 FX 業者の一角を占めるわけですが、これまでの運営実績につい
て教えてください。

IronFX 日本担当部門社員 A:
弊社は 2010 年に設立されました。日本マーケットのみでなく、世界 180 カ国以上のユー
ザーを抱えて世界展開しているのが強みです。
FX 業者が営業活動を行う上で欠かせないのが各国の規制当局から発行される営業ライン
センスですが、弊社はキプロス、イギリス、オーストラリア、南アフリカ、バミューダの営業ライセンス
を有します。一般的な海外 FX 業者が有するライセンス数は１つか２つです。
設立から 2013 年までに弊社は組織としての急成⾧とマーケット拡大を遂げ、上記の既存ラ
イセンス取得国だけでなくそれ以外の国々でもオフィスを構えるに至りました。ロシア、コロンビア、
チェコ、スペイン、ポルトガルなどが当時のグロバール・ネットワークに含まれます。
世界的に傑出したスペインのサッカークラブ、FC バルセロナとスポンサーシップ提携を結んだの
もこの時期です。2014 年までの直近 5 年で 3 度ヨーロッパ王者に輝いているサッカークラブの
スポンサーを冠することになったことで、FX ブローカーとしてのステイタスも世界的に急上昇する
ことになったわけです。

まんぼう総裁:
なるほど、そのあたりが会社として絶好調だったときですね。

IronFX 日本担当部門社員 A:
2014 年から 2015 年にかけては、弊社にとってもう一つの転機がありました。
Nasdaq 上場計画です。世界トップクラスの株式市場に上場して業界トップの地位を獲得す
ることを目論んだわけですが、様々な障害が立ちはだかりました。
まず、日本における規制の問題です。その当時は日本国内における海外 FX 業者関係の規
制がそこまで整っていなかった背景がありました。弊社は日本国内での営業ライセンスの取得



前に相当数の日本人顧客を抱えており、、その運営状況下で東京にオフィスを構えようとして
いたのです。もちろん、Nasdaq に株式上場して確固たるステータスを手にすることを見越して
のことです。
ところがそこで日本の金融庁の「待った」がかかりました。「一度日本から完全に撤退してライセ
ンスを取得しなければ営業させない」と通達されたのです。日本オフィスの立ち上げとは別に
Nasdaq への上場を狙っていたため、その状況で日本の規制当局と揉めるのは得策ではない
という判断に至り、苦渋の決断として日本マーケットからの一時撤退が決まりました。当然、既
存の日本人ユーザーの取引清算を行う必要があったわけですが、一部のユーザーは保有ポジ
ションの決済に関する事前予告を把握し損ねて含み損益を放置してしまったが故に、やむなく
期日に強制決済の対象となってしまいました。理由はどうであれ、こういう形で日本からの一時
撤退をさせられてしまったことは非常に残念なことです。
また、中国では紹介報酬搾取の問題が大規模に発生しました。その当時、紹介ユーザーの
口座開設だけでアフィリエイターが数百ドルの紹介報酬を受け取れるキャンペーンを大々的に
行っていたのですが、一部の中国人アフィリエイターが組織ぐるみで偽造の身分証を大量に発
行して紹介報酬を荒稼ぎしていたことが発覚したのです。もちろん普通に登録して取引してい
た中国人ユーザーも多数いたため、それらが偽造アカウントか正真正銘のアカウントか全く区
別がつかない中で対策を講じる必要がありました。結果、一時的に全中国人ユーザーの出金
停止の措置をとらざるをえなくなりました。共産党政府の介入があったのかは分かりませんが、
中国で外資企業が強烈にバッシングを喰らうことがあるのは皆さんご存知の通りです。紹介報
酬搾取の問題も、何故か弊社の出金停止措置のみが批判されて一部の中国人ユーザーが
弊社オフィスに抗議にやってくるなどして大変でした。結局、数年がかりで中国人ユーザーの全
取引口座を精査し、違反行為がなかったことが証明された場合にのみ出金を進めました。
こうした困難が立ちはだかったが故に Nasdaq 上場の目標は達成できなかったわけですが、そ
れ以降の 2016 年から 2019 年現在に至るまで、5 カ国の規制当局から付与された営業ラ
イセンスは全て更新・維持しています。先にも触れましたが、一般的な海外 FX 業者が有する
ライセンス数は１つか２つです。このことから、着実に真摯な経営を続けてこれたことが今の弊
社のプレゼンスに繋がっていると言えます。

2. IronFX のサービスにおける優位性と風評について

まんぼう総裁:
いろんな苦労があったのですね。
IronFX は DD（ディーリング・デスク）方式と NDD（ノー・ディーリング・デスク）方式の口
座を兼備したブローカーとして目をつけてきたのですが、インターネット上では先のお話に出たよ
うな過去の問題などを掘り返す悪評記事が散見されます。
そこで、IronFX の優位性と風評について改めて教えて下さい。

IronFX 日本担当部門社員 B:
ご指摘の通り、弊社では DD 方式（いわゆる B ブック）と NDD 方式（いわゆる A ブック）
口座の両方を提供しております。



DD 方式口座では、100%シェアボーナスを筆頭に複数のボーナスを利用できることが特徴で
す。最大レバレッジは 1000 倍で、小額の証拠金からでも取引ができるので、初級から中級
トレーダーに人気です。
NDD 方式口座では、業界最小スプレッドで取引可能です。推奨レバレッジは 200 倍で DD
方式と比べると低めですが、純粋な NDD 方式であるため⾧期的に安定して利益を獲得して
いきたい上級トレーダーに人気です。
客観的に、弊社が提供する取引口座スペックは大手他社に引けをとらないと自負しておりま
す。
インターネット上には海外 FX 業者の比較サイトが乱立していますが、そのなかには弊社を含
む特定の業者に対する悪意をもったブログサイトや記事もございます。日本の FX トレーダーの
皆様が信憑性に乏しい批判コンテンツを読むことで、正しいブローカー選びをしようとする努力
が阻害されているのは残念でなりません。そういった悪質な批判記事を掲載するアフィリエイ
ターはほとんど必ず他社の宣伝をしていますので、背後の意図が透けて見えますよね（苦
笑）。
そういった厳しい業界のなかで、弊社のサービスや実績を熟知してくださるユーザーの皆様から
温かい応援の御言葉とサポートを数年に渡って受けられていることについては、言葉に尽くしが
たいほど感謝しております。弊社は海外 FX 業界全体の発展に寄与したいと切実に願ってお
りますので、他のブローカーを根拠なしに批判したりデマを流すような IB やアフィリエイターの
方々とは提携をお断りしています。弊社が提供する、客観的な取引環境と口座スペックの優
位性を認めて下さる方々が 1 人でも多く IronFX でのトレードを楽しんでくださることを心から
願っております。

3. 今後のサービス展開について
まんぼう総裁:

IronFX の風評被害については同感です。思っていたことと合致しました。
最後に、今後のサービス展開について教えてください。

IronFX 日本担当部門社員 B:
DD 方式口座と NDD 方式口座の兼備を筆頭に、入出金方法の多様性や、担当者制の
個別対応などが弊社には他社とは異なる多くの特徴がございます。IB やアフィリエイター向け
には、ミラートレードや PMAM、さらには法人口座まで提供しております。それらのサービスを着
実に拡充させていくことを目指していきます。
また、昨年から今年にかけて海外 FX 界隈で名の知られたインフルエンサーの方々が続々と参
入して下さっているおかげで、シェアを確実に伸ばしてきています。このたび、まんぼう総裁にキ
プロスまでお越しいただけたことは身に余る光栄であると同時に、弊社の真摯な取り組みがひと
つのかたちとして報われたことを大変嬉しく思います。弊社の取引環境や口座スペックを熟知
してくださるお客様が 1 人でも増えていくよう全力でサービスして参ります。
今後とも IronFX を宜しくお願いします。

完




